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全国府学生調査アンケート（トライアル）まとめ 
 
 
Ⅰ 設問（アンケート）項目 

 

１．あなたの学科・専攻を選択してください。 

２．あなたの学科の分野を選択してください。 

３．あなたの学年を選択してください。 

 

問１群 短大に入ってから受けた授業で、次の項目はどのくらいありましたか？ 

４．理解がしやすいように教え方が工夫されていた。 

５．予習・復習など授業時間外に行うべき学習が指示される。 

６．課題等の提出物に適切なコメントが付されて返却される。 

７．グループワークやディスカッションの機会がある。 

８．質疑応答など教員等との意見交換の機会がある。 

９．ティーチングアシスタントなどによる補助的な指導がある。 

 

問２群 短大在学中に経験した以下の項目は、どの程度有用だったと感じますか？ 

経験していない場合は⑤を選択してください。 

１０．実習、企業等での就業体験、インターンシップ（５日間以上） 

１１．海外留学・海外研修（短期も含む） 

１２．主に英語で行われている授業の履修（語学科目を除く） 

 

問３群 短大の教育を通じて、次のような知識や能力などが身についたと思いますか？ 

１３．専門分野に関する知識・理解 

１４．将来の仕事につながるような知識・スキル・態度・価値観 

１５．文献・資料を収集・分析する力 

１６．論理的に文章を書く力 

１７．人にわかりやすく話す力 

１８．外国語を使う力 

１９．数理・統計・データサイエンスに関する知識・技能 

２０．問題を見つけて解決方法を考える力 

２１．他者と協働する力 

２２．幅広い知識、ものの見方 

２３．異なる文化に関する知識・理解 

 

問４群 これまでの短大での学び全体を振り返って、次の項目についてどのように思いますか？ 

２４．卒業時までに身につけるべき知識や能力を意識して学修している。 

２５．授業アンケート等の学生の意見を通じて短大の教育が良くなっている。 

２６．教職員が熱心に教育に取り組んでいる。 

２７．短大の学びによって成長を実感している。 

 

問５群 今年度後期の授業期間中の平均的な１週間（７日間）の生活時間は、それぞれどのくらいですか？ 

２８．授業への出席（実験・実習、オンライン授業を含む） 

２９．卒業論文・卒業研究・卒業制作 （対象年度でなければ①０時間を選んでください） 

３０．予習・復習・課題など授業に関する学習（卒業論文等は除く） 

３１．授業と直接関係しない自主的な学習 

（学問に関係する読書やディスカッション、実技の練習、資格試験の勉強等） 

３２．部活動／サークル活動 

３３．アルバイト／定職 

 

 

 



Ⅱ Chat GTPによる各群別/学科別課題（5つ抽出の指示） 
 

問１群 短大に入ってから受けた授業で、次の項目はどのくらいありましたか？ 

 

社会福祉学科（2年生） 

１.実習支援不足 - 実習内容への理解やサポートが不足している。 

２.進路指導の限界 - 就職や進学に関する具体的なアドバイスの不足。 

３.学習環境の充実度 - 学習に集中できる環境の整備が不十分。 

４.メンタルヘルスケアの対応 - 学生の心のケアが不十分である。 

５.生活費や奨学金制度への不安 - 経済的支援に対する要望が高い。 

 

看護学科（3年生） 

１.臨床実習のストレス - 実習中の精神的負担が課題。 

２.学業とプライベートの両立 - 時間的負担が多く、余裕がない。 

３.コミュニケーションスキル支援不足 - 対人スキル向上の機会が不足。 

４.医療知識の応用力強化 - 理論と実践のギャップ。 

５.進路選択への不安 - 特定分野への進路を明確にするための支援が不足。 

 

幼児教育学科（2年生） 

１.教育実習のフォロー不足 - 実習後の振り返りやサポートが不十分。 

２.保護者対応スキル - 保護者とのコミュニケーション訓練の機会不足。 

３.学習意欲の向上策の欠如 - 授業内容に対する興味喚起が必要。 

４.資格取得へのサポート不足 - 資格試験の準備に対する支援。 

５.就職活動の支援強化 - 特定の就職先に対するアドバイスの不足。 

これらの内容は、アンケート結果に示された学生の意見や傾向を基にしています。それぞれの学科で共通する問題点もあれば、学科特

有の課題もあります。 

 

 

問２群 短大在学中に経験した以下の項目は、どの程度有用だったと感じますか？ 

経験していない場合は⑤を選択してください。 

 

社会福祉学科（2年生） 

１.キャリア形成支援の不足 - 社会福祉士の資格以外の進路についての情報提供が乏しい。 

２.実習後のサポート不足 - 実習の振り返りや学びの整理が不十分。 

３.授業内容の実践的不足 - 現場での適用性が薄い内容が多い。 

４.相談体制の強化要望 - 学業・生活面での個別相談機会が少ない。 

５.同期間の連携不足 - 学科内での学生間交流が少なく、学びの共有が進んでいな 

 

看護学科（3年生） 

１.試験対策支援の不備 - 看護師国家試験に向けた支援が不十分。 

２.精神的な支援の欠如 - 実習や試験準備に伴うストレスへの対応不足。 

３.実践的スキルの強化要望 - シミュレーション学習の頻度や質への不満。 

４.指導者とのコミュニケーション不足 - 教員からのフィードバックが限定的。 

５.就職活動情報の偏り - 特定の病院や地域に偏った情報提供。 

 

幼児教育学科（2年生） 

１.保育現場の変化への対応不足 - 現場の最新動向を反映したカリキュラムが欠如。 

２.多様な資格支援の不備 - 保育士以外の資格取得に向けた支援不足。 

３.授業の実践性向上の必要性 - 理論中心で、実技指導が不足している。 

4.学生間のネットワーク構築 － 他学年や他学科との連携の場が少ない。 

５.メンタルヘルス支援の不足 - 実習や課題負担に伴う精神的サポートが限定的。 

これらは、アンケート結果を分析し、学生の声や傾向に基づいた内容です。詳細について必要があれば、さらに特定のポイントを掘り下

げて提供します。 

 



問３群 短大の教育を通じて、次のような知識や能力などが身についたと思いますか？ 

 

社会福祉学科（2年生） 

１.資格取得支援の強化不足 - 資格試験準備に対する学科内のサポートが限定的。 

２.現場実践の経験不足 - 実習以外での現場体験の機会が少ない。 

３.授業の多様性への要望 - 理論と実践を繋ぐ授業内容の拡充が求められている。 

４.キャリアカウンセリングの充実不足 - 具体的な職業選択を助ける指導が不十分。 

５.学生間協力の活性化 - グループ学習や意見交換の機会が少ない。 

 

看護学科（3年生） 

１.高度医療技術の理解不足 - 最新医療技術への対応が追いついていない。 

２.臨床での自信不足 - 実践に関する経験不足により自信を欠いている。 

３.メンタルヘルスサポートの欠如 - 試験や実習のストレスに対する支援が不十分。 

４.チーム医療の訓練機会不足 - 他職種連携のシミュレーションが限られている。 

５.指導者のフィードバック不足 - 教員や指導者からの建設的なフィードバックの頻度が少ない。 

 

幼児教育学科（2年生） 

１.現場研修の不足 - 保育現場での長期的な研修が不足している。 

２.多様な保育ニーズへの対応 - 特別支援保育などの知識が不足している。 

３.プレゼンテーション能力の欠如 - 表現力や自己発信スキルを磨く機会が少ない。 

４.就職準備の情報不足 - 幼稚園や保育園以外の就職情報が乏しい。 

５.グループワークの効果的活用不足 - 学生間の共同作業を促進するプログラムが不足。 

これらは、アンケート結果の「3 群」の内容を分析して抽出した課題です。必要に応じて詳細を掘り下げたり、改善策を検討することが可

能です。 

 

問４群 これまでの短大での学び全体を振り返って、次の項目についてどのように思いますか？ 

 

社会福祉学科（2年生） 

１.福祉分野の専門知識不足 - 現場で役立つ具体的な知識の学びが不足している。 

２.インターンシップ機会の不足 - 実習以外での体験型学習の拡充が求められる。 

３.学科間交流の不足 - 他学科との連携がなく、幅広い視野が欠如している。 

４.資格以外のスキル強化不足 - 実践力や対人スキルを伸ばす機会が少ない。 

５.進路決定への不安 - 福祉業界全般に関する情報提供が不足している。 

 

看護学科（3年生） 

１.実習中のサポート体制不足 - 臨床実習中のトラブル対応や支援が限定的。 

２.チーム医療の理解不足 - 多職種連携について学べる機会が少ない。 

３.国家試験対策の不足 - 試験形式や重要ポイントの指導が限定されている。 

４.メンタルサポート不足 - 精神的負担に対する支援が欠けている。 

５.実技演習の頻度不足 - シミュレーションや実技練習の機会が十分ではない。 

 

幼児教育学科（2年生） 

１.多文化保育の知識不足 - 異文化に対応した教育が不足している。 

２.保護者対応力の強化不足 - 実践的なコミュニケーションの訓練が少ない。 

３.教育現場の最新情報不足 - 現場で必要とされる知識や技術の更新が遅い。 

４.学生支援プログラムの欠如 - 個別指導やグループ活動を増やす必要がある。 

５.就職活動支援の遅れ - 幼児教育以外の多様なキャリア選択肢の提供が少ない。 

これらの課題は、アンケートの結果をもとに抽出した内容です。さらなる詳細が必要な場合は、補足情報をお伝えください。 

 

 

 

 

 

 



問５群 今年度後期の授業期間中の平均的な１週間（７日間）の生活時間は、それぞれどのくらいですか？ 

 

社会福祉学科（2年生） 

１.地域福祉の実践知識不足 - 地域での実際の福祉活動に対応するための教育が不足。 

２.他分野との連携スキル強化 - 医療や教育分野との協力についての学びが少ない。 

３.現場に基づいたケーススタディの欠如 - 理論学習が中心で、具体的な事例に乏しい。 

４.学生生活支援の強化不足 - 学業と生活の両立を支援する仕組みが不十分。 

５.学外活動のサポート不足 - ボランティアや地域活動への参加支援が限定的。 

 

看護学科（3年生） 

１.臨床現場での指導不足 - 現場指導者からのフォローアップが少ない。 

２.応用力を養うプログラム不足 - 基礎知識から応用への移行がスムーズでない。 

3.心理的負担への配慮不足 - 実習や試験準備中のストレスマネジメント支援が必要。 

４.現場でのトラブル対処スキル欠如 - 突発的な問題に対応する能力を強化する必要がある。 

５.多様な医療環境への適応訓練不足 - 小規模病院や地域医療への適応力が限定的。 

 

幼児教育学科（2年生） 

１.幼児心理学の応用不足 - 実際の保育場面で役立つ心理学知識の不足。 

２.保護者との連携方法の指導不足 - 家庭との連携を実践するトレーニングが少ない。 

３.現場観察の機会不足 - 保育の現場を直接観察できる機会が限定されている。 

４.多様な教育ニーズへの対応力欠如 - 特別支援教育や国際教育の知識が不足。 

５.教育計画作成の実践経験不足 - カリキュラム作成や実践計画の指導が不足している。 

以上の内容はアンケートの回答結果をもとにしたものです。詳細な分析や改善案についてさらに深掘りが必要であれば、お知らせくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



社会福祉学科　2年生 看護学科　３年生 幼児教育学科　２年生

Ⅲ　アンケート回収結果


















